
花
園
大
学
文
学
部
研
究
紀
要

　第
五
六
号

　二
〇
二
四
年
三
月

　抜
刷

『
為
頼
集
』
の
伝
本
・
追
考
補
遺

曽

　根

　誠

　一



一

『
為
頼
集
』
の
伝
本
・
追
考
補
遺

　
　
　
　
は
じ
め
に

　
か
つ
て
、
筑
紫
平
安
文
学
会
著
『
為
頼
集
全
釈（
１
）』（

以
下
、『
全
釈
』
と

略
称
す
る
）
が
刊
行
さ
れ
た
折
、「『
為
頼
集
』
の
伝
本
」
を
担
当
し
執
筆

し
た
。
そ
の
後
、
四
半
世
紀
余
り
を
経
た
先
年
、
田
中
教
忠
氏
旧
蔵
本
を

入
手
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、『
全
釈
』
刊
行
時
に
は
言
及
で
き
な
か

っ
た
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
（
零
本
、
古
筆
切
を
含
む
）・
山
本
家
本
（
賀

茂
季
鷹
旧
蔵
本
）
も
含
め
た
本
文
異
同
に
つ
い
て
、「『
為
頼
集
』
の
伝
本
・

追
考（
２
）」（
以
下
、
前
稿
と
称
す
）
を
も
の
し
た
の
だ
が
、
そ
の
折
、
冷
泉

家
本
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
53
～
56
番
歌
（
松
井
家
蔵
『
手
鑑
』
切
）
と
、

72
～
74
番
歌
（『
古
筆
学
大
成
』
第
30
巻（
３
）「
補
遺
図
版
」
117
）
を
確
認
し

損
ね
て
、
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
今
回
、
こ
れ
ら
の
古
筆
切
の
本
文
を
確
認
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
京
都

女
子
大
学
図
書
館
の
所
蔵
に
帰
し
た
谷
山
茂
氏
本
（
岩
崎
美
隆
旧
蔵
本
）

の
本
文
を
、
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
報
告
し
て
み

た
い
と
思
う
。
こ
れ
で
、
現
在
確
認
し
得
て
い
る
伝
本
及
び
古
筆
切
に
関

し
て
は
、
全
て
言
及
し
得
た
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
一

　
先
ず
、鎌
倉
中
期
の
真
観
（
藤
原
光
俊
）
書
写
に
か
か
る
冷
泉
家
本
（
こ

の
系
統
を
真
観
本
系
統
と
称
す
る
）か
ら
切
り
出
さ
れ
た
断
簡
の
本
文
に
、

検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

　
松
井
家
蔵
『
手
鑑
』
の
古
筆
切
53
～
56
番
歌
と
、『
古
筆
学
大
成
』
第

30
巻「
補
遺
図
版
」掲
載
72
～
74
番
歌
の
本
文
異
同
は
、次
の
通
り
で
あ
る
。

　
尚
、
上
段
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
（
以
下
、
冷
泉
本
と
略
称
す
る
）

の
断
簡
本
文
、
下
段
は
、
傍
線
部
に
対
応
す
る
江
戸
期
の
転
写
本
で
あ
る

宮
内
庁
書
陵
部
本（
以
下
、書
陵
部
本
と
略
称
す
る
）本
文
。そ
の
後
の「
＊
」

に
は
、
伝
甘
露
寺
資
経
筆
の
古
筆
切
と
同
系
統
の
本
文
を
有
す
る
三
手
文

庫
本
（
以
下
、三
手
本
と
略
称
す
る
）・『
全
釈
』
未
掲
載
の
山
本
家
本
（
以

下
、
山
本
本
と
略
称
す
る
）・
架
蔵
本
（
以
上
の
３
伝
本
を
、
資
経
本
系

統
と
称
す
る
）
と
、今
回
調
査
し
得
た
京
都
女
子
大
学
蔵
谷
山
文
庫
本
（
岩

崎
美
隆
が
群
書
類
従
本
に
依
っ
て
校
訂
し
た
ミ
セ
ケ
チ
・
傍
記
は
採
ら
な

い
。
以
下
、
京
女
本
と
略
称
す
る
）
の
、
傍
線
部
に
対
応
す
る
本
文
を
掲

示
し
た
。
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二

　
①�

55
番
歌
詞
書
「
か
へ
り
に
」
―
は
　
＊
へ
（
三
手
本
・
山
本
本
・
架

蔵
本
／
京
女
本
）

　
②�
56
番
歌
詞
書
「
五
月
の〻
す〻
ゑ〻
に
さ
く
ら
の
す
ゑ
も
み
ち
た
る
に
つ
け

て
」
―
×
×
×
／
□
（
空
白
）　
＊
の
す
ゑ
（
三
手
本
・
架
蔵
本
／

京
女
本
）
の
末
（
山
本
本
）　
＊
ち
（
三
手
本
・
山
本
本
・
架
蔵
本
）

／
に
（
京
女
本
）

　
③�

56
番
歌
第
三
句
「
あ
き
こ
し
を
」　
―
ゝ
　
＊
こ
（
三
手
本
・
山
本
本
・

架
蔵
本
／
京
女
本
）

　
④�

72
番
歌
詞
書
「
せ
ん
ね
う
殿
」
―
ね
　
＊
よ
（
三
手
本
・
山
本
本
・

架
蔵
本
／
京
女
本
）

　
⑤�

72
番
歌
詞
書「
み
ふ
の
め
の
と
の
も
と
よ
り
」―
×
×
　
＊
め
の（
三

手
本
・
山
本
本
・
架
蔵
本
／
京
女
本
）

　
⑥�

72
番
歌
第
二
句
「
ね
さ
め
つ
ゝ
め
や
」
―
ゝ
そ
　
＊
ら
め
（
三
手
本
・

山
本
本
・
架
蔵
本
／
京
女
本
）

　
⑦�

72
番
歌
第
五
句
「
お
も
ひ
あ
か
す
を
」
―
は
　
＊
を
（
三
手
本
・
山

本
本
・
架
蔵
本
／
京
女
本
）

　
⑧�

74
番
歌
詞
書
「
も
ち
ゐ
を
こ
せ
た
れ
は
」
―
お
こ
　
＊
を
み
（
三
手

本
・
架
蔵
本
／
京
女
本
）
を
見
（
山
本
本
）

　
以
上
の
９
例
（
②
は
２
箇
所
の
異
同
あ
り
）
に
つ
い
て
、
順
次
検
討
す

る
と
、①
「
か
へ
り
」
は
、「
へ
（
阝
）」
の
右
側
部
分
が
、続
く
「
り
（
利
）」

と
の
連
綿
の
関
係
で
短
縮
さ
れ
た
た
め
、書
陵
部
本
は
「
ハ
」
と
誤
読
し
、

字
母
を
「
者
」
に
変
え
て
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
資
経
本
系
統
諸
本
と

京
女
本
も
「
へ
」
と
あ
り
、
書
陵
部
本
の
独
自
異
文
で
あ
る
。

　
②
「
五
月
の
す
ゑ
に
」
の
「
の
す
ゑ
」
は
、ミ
セ
ケ
チ
に
な
っ
て
お
り
、

書
陵
部
本
は
そ
れ
に
従
っ
て
、
本
文
を
脱
落
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

理
由
は
、
直
後
に
「
さ
く
ら
の
す
ゑ
」
と
あ
り
、「
す
ゑ
」
の
同
語
反
復

を
避
け
た
た
め
で
あ
ろ
う
。だ
が
、資
経
本
系
統
諸
本
と
京
女
本
に
は
、「
の

す
ゑ
」が
あ
る
一
方
で
、「
さ
く
ら
の
」の
直
後
の「
す
ゑ
」を
欠
い
て
い
る
。

冷
泉
本
と
資
経
本
系
統
諸
本
・
京
女
本
が
一
致
す
る
「
五
月
の
す
ゑ
」
は

本
来
存
し
、「
さ
く
ら
の
す
ゑ
」
は
同
語
反
復
で
あ
り
、
紅
葉
す
る
箇
所

を
限
定
せ
ず
と
も
文
意
が
通
る
こ
と
か
ら
、
資
経
本
系
統
諸
本
と
京
女
本

で
は
省
略
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、「
も
み
ち
た
る
」
は
、
冷
泉
本
の
「
ち
（
知
）」
が
判
読
し
が
た

か
っ
た
た
め
に
、
一
字
分
空
白
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
字
形
通
り
に
模

写
し
て
「
マ
ヽ
」
と
傍
記
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
珍
し
い
事
例
で
あ

る
。
資
経
本
系
統
諸
本
に
は
「
ち
」
と
あ
り
、
文
意
も
通
る
の
で
、
書
陵

部
本
の
独
自
欠
字
で
あ
る
。
京
女
本
の
「
に
」（
岩
崎
美
隆
は
、
群
書
類

従
本
に
依
っ
て
「
に
」
を
ミ
セ
ケ
チ
に
し
、「
ち
羊
」
と
傍
記
す
る
）
は
、

文
意
が
通
ら
ず
誤
写
で
あ
ろ
う
。

　
③
「
あ
き
こ
し
」
は
、「
こ
（
己
）」
の
変
体
仮
名
を
、
書
陵
部
本
が
踊

り
字
の
「
ゝ
」
に
誤
読
し
た
事
例
で
あ
る
。
資
経
本
系
統
諸
本
と
京
女
本

に
も
「
こ
」
と
あ
り
、
書
陵
部
本
の
独
自
異
文
で
あ
る
。

　
④
「
せ
ん
ね
う
殿
」
は
、「
宣
耀
殿
」
の
連
声
表
記
で
あ
る
「
ね
う
」

と
記
す
冷
泉
本
・
書
陵
部
本
の
真
観
本
系
統
と
、
本
来
は
「
え
う
」
と
表

記
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
発
音
に
即
し
て
「
よ
う
」
と
記
す
資
経
本
系
統
諸

本
と
京
女
本
と
の
、
表
記
の
相
違
で
あ
る
。
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⑤「
み
ふ
の
め
の
と
」の「
め
の
」は
、書
陵
部
本
だ
け
が
欠
脱
し
て
い
て
、

資
経
本
系
統
諸
本
と
京
女
本
に
も「
め
の
」が
あ
り
、文
意「
民
部
の
乳
母
」

か
ら
し
て
も
、
存
す
る
の
が
本
来
の
本
文
で
あ
ろ
う
。
書
陵
部
本
は
、「
み

ふ
の
め
の
と
の
」
の
近
接
同
字
の
「
の
」
の
目
移
り
で
脱
字
し
た
、
独
自

欠
字
で
あ
ろ
う
。

　
⑥
「
ね
さ
め
つ
ゝ
め
や
」
の
「
つ
ゝ
め
」
は
、
理
解
し
に
く
い
表
現
で

あ
る
た
め
に
、書
陵
部
本
は
、「
め
（
女
）」
と
字
形
の
類
似
し
た
「
そ
（
曽
）」

の
誤
写
と
考
え
て
、「
つ
ゝ
そ
」
と
意
改
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
冷
泉
本
の

踊
り
字
「
ゝ
」
は
、「
ら
（
良
）」
と
も
判
読
で
き
そ
う
な
字
形
で
書
写
さ

れ
て
い
る
し
、
資
経
本
系
統
諸
本
と
京
女
本
に
は
「
つ
ら
め
」
と
あ
り
、

歌
意
も
通
る
の
で
、
こ
れ
が
本
来
の
本
文
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　
⑦
「
あ
か
す
を
」
は
、
平
安
期
に
使
用
さ
れ
て
鎌
倉
期
以
降
に
は
馴
染

み
の
な
い
間
投
助
詞
「
を
」
の
字
母
「
乎
」
を
、
江
戸
期
の
転
写
本
で
あ

る
書
陵
部
本
は
、字
形
の
類
似
し
た「
は（
半
）」と
誤
読
し
た
も
の
で
あ
る
。

資
経
本
系
統
諸
本
と
京
女
本
に
も
「
を
（
遠
）」
と
あ
る
の
で
、
書
陵
部

本
の
独
自
異
文
で
あ
る
。

　
⑧
「
も
ち
ゐ
を
こ
せ
」
は
、書
陵
部
本
も
「
お
こ
」
と
表
記
し
て
い
て
、

文
字
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
文
意
は
同
一
で
あ
る
。
だ
が
、
資
経
本
系

統
諸
本
と
京
女
本
に
は
、「
を
み
せ
」と
あ
り
、文
意
が
相
違
し
て
い
る
。「
む

ま
ご
の
い
た
ゞ
き
も
ち
ゐ
」
と
は
、
為
頼
の
孫
の
「
幼
児
の
頭
に
餅
を
戴

か
せ
て
そ
の
前
途
を
祝
う
言
葉
を
述
べ
た
儀
式
」（
全
釈
・
222
頁
）
で
使

用
さ
れ
る
餅
の
こ
と
で
、真
観
本
系
統
で
は
、そ
れ
を
孫
の
親
が「
を
こ
せ
」

（
送
っ
）
て
き
た
こ
と
に
な
り
、
資
経
本
系
統
と
京
女
本
で
は
、
そ
の
場

乃
至
後
で
「
み
せ
」
た
こ
と
に
な
る
。
孫
の
順
調
な
成
長
を
祈
念
す
る
儀

式
で
使
用
す
る
餅
で
あ
り
、
何
れ
の
解
釈
も
成
立
し
得
て
、
判
然
と
し
な

い
。
資
経
本
系
統
諸
本
の
「
み
（
美
・
見
）」
及
び
京
女
本
の
「
み(

美)

」

は
、
そ
の
字
母
が
元
来
は
「
ミ
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
冷
泉
本
の
「
こ

（
己
）」
と
字
形
の
類
似
か
ら
誤
写
が
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
何
れ

が
原
態
本
文
な
の
か
、
俄
に
判
断
し
が
た
い
が
、「
ミ
」
が
「
こ
」
に
誤

写
さ
れ
る
可
能
性
の
方
が
高
く
、
そ
の
逆
の
場
合
は
、
思
い
込
み
に
よ
る

誤
写
と
な
ろ
う
。
一
般
論
と
し
て
、
誤
写
は
、
納
ま
り
の
よ
い
こ
な
れ
た

表
現
に
改
変
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
、「
を
み
せ
」
が
原

態
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
上
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
書
陵
部
本
の
独
自
異
文
の
事
例
は
、
６
例
あ
り
、
誤
読
に
よ
る
誤
写
３

例
（
①
③
⑦
）、
判
読
に
迷
っ
て
の
空
白
１
例
（
②
「
ち
（
知
）」）、
目
移

り
に
よ
る
脱
字
１
例
（
⑤
）、
歌
意
に
よ
る
意
改
１
例
（
⑥
）
と
な
り
、

既
に
前
稿
で
指
摘
し
た
こ
と
な
の
だ
が
、
書
陵
部
本
の
書
写
態
度
は
、
丁

寧
と
は
い
い
が
た
い
も
の
な
の
で
あ
る
（
４
）。

　
尚
、
今
回
、
切
り
出
さ
れ
て
古
筆
切
と
し
て
伝
存
し
て
い
る
53
～
56
番

歌
と
72
～
74
番
歌
の
７
首
に
つ
い
て
、
江
戸
期
転
写
本
の
書
陵
部
本
と
の

異
同
を
検
討
し
た
結
果
、
前
稿
と
合
わ
せ
て
全
86
首
中
の
49
首
（
57
％
）

に
つ
い
て
、
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
更
な
る
古

筆
切
の
発
見
・
報
告
を
、
待
ち
た
い
と
思
う
。

　
ま
た
、
真
観
本
系
統
の
冷
泉
本
と
書
陵
部
本
本
文
が
一
致
し
な
が
ら
、

資
経
本
系
統
諸
本
と
京
女
本
と
は
相
違
す
る
事
例
は
、
３
例
あ
り
、
冷
泉



四

本
の
ミ
セ
ケ
チ
に
よ
る
意
改
１
例
（
②
「
の
す
ゑ
」）、
表
記
の
異
同
１
例

（
④
「
ね
う
」）
と
な
っ
て
お
り
、
何
れ
と
も
決
し
が
た
い
１
例
（
⑧
「
を

こ
せ
」
と
「
を
み
せ
」）
と
な
っ
て
い
る
。

　
右
の
９
例
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
京
女
本
の
本
文
は
、
②
「
も

み
に
」
を
除
い
て
資
経
本
系
統
諸
本
と
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
系
統
の
伝

本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
で
あ
る
。

　
つ
い
て
は
、
次
節
で
、
京
女
子
本
の
本
文
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ

と
で
、
こ
の
こ
と
を
確
認
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
二

　
京
都
女
子
大
学
蔵
谷
山
文
庫
本
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、『
京
都
女
子
大

学
図
書
館
蔵
　
谷
山
文
庫
目
録（
５
）』

に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

為
頼
朝
臣
集
　
写
本
　
一
冊
　
090
・
Ta�

88
・
473

　
　
二
七
・
四
×
一
八
・
八
糎
　
二
〇
丁

［
外
題
］
為
頼
集

［
内
題
］
ナ
シ

［
奥
書
等
］
ナ
シ

［
蔵
書
印
］
１
（
曽
根
注
＝
①
「
谷
山
／
蔵
書
」
167
頁
）

　
　
※�

473
為
頼
朝
臣
集
・
475
相
模
集
ト
同
装
・
同
題
箋
。
相
模
集
ト
ハ
本

文
モ
同
筆
（
49
頁
）

　
こ
の
京
女
本
は
、
江
戸
後
期
の
岩
崎
美
隆
旧
蔵
本
で
あ
り
、
美
隆
旧
蔵

家
集
を
網
羅
的
に
調
査
し
た
蔵
中
さ
や
か
氏
（
６
）が

、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お

ら
れ
る
。

○�

為
頼
集
（
〇
九
〇
・
Ta
八
八
・
四
七
三
）
二
七
・
四
×
一
八
・
七
㎝

　�

外
題
　
為
頼
集
　
　
内
題
　
ナ
シ
　
　
墨
付
　
二
〇
丁
　
　
遊
紙
　

前
後
と
も
ナ
シ
　
　
朱
押
紙
、
集
付
（
拾
遺
・
後
拾
・
千
載
・
新

古
・
続
後
）
ア
リ
　
　
本
文
と
同
筆
の
書
き
入
れ
と
、
美
隆
に
よ

　�

る
「
羊
」（「
群
」
の
略
字
）
を
付
す
書
き
入
れ
及
び
頭
書
ア
リ
　

総
歌
数
　
八
四
首
　
　
奥
書
等
　
ナ
シ

冒
頭
か
ら
三
詞
書
途
中
ま
で
（
半
丁
一
面
分
か
）
の
本
文
を
欠
く

が
、「
羊
（
群
）
書
類
従
左
ノ
ゴ
ト
シ
」
と
し
て
内
題
以
後
の
欠
脱

部
分
を
美
隆
筆
で
補
う
。
補
筆
の
二
首
を
除
く
と
全
八
四
首
。
現
存

諸
本
は
同
一
系
統
で
伝
本
数
は
少
な
い
。
資
経
本
と
同
系
統
で
あ
る

三
手
文
庫
本
と
字
母
、改
行
位
置
を
含
め
一
致
す
る
こ
と
が
多
い
が
、

二
二
、三
二
等
に
小
異
が
あ
る
。
真
観
本
（
零
本
）
に
一
致
す
る
異

同
箇
所
も
あ
り
、
注
目
す
べ
き
本
文
で
あ
る
。（
109
頁
）

　
蔵
中
氏
の
ご
指
摘
は
、
具
体
例
の
提
示
が
な
い
の
で
、
そ
の
実
態
の
確

認
も
含
め
て
、
資
経
本
系
統
の
最
善
本
と
称
さ
れ
、
京
女
本
と
同
じ
く
和

歌
が
一
首
二
行
書
き
で
、
親
本
の
書
写
形
態
を
留
め
て
い
る
と
思
し
い
三

手
本
の
異
文
を
示
し
、
山
本
本
・
架
蔵
本
の
異
同
も
加
え
て
、
検
討
し
て

み
た
い
と
思
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
４
伝
本
間
の
親
疎
関
係
も
判
明
す
る

か
ら
で
あ
る
。

　
京
女
本
の
三
手
本
に
対
す
る
異
文
は
、
24
例
確
認
さ
れ
、
こ
の
内
、
資

経
本
系
統
の
本
来
の
本
文
を
留
め
て
い
る
事
例
と
し
て
は
、
次
の
３
例
を

指
摘
で
き
よ
う
（
上
段
は
、
京
女
本
本
文
・
歌
番
号
は
86
首
本
に
依
る
。

下
段
は
、
傍
線
部
に
対
応
す
る
三
手
本
本
文
。
以
下
同
じ
）。
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①�

10
番
歌
詞
書
「
文
慶
君
の
も
と
に
」（
２
丁
表
６
）
―
父
（
三
手
本
・

山
本
本
・
架
蔵
本
）

　
②�
29
番
歌
詞
書「
津
の
か
み
な
り
し
と
き
」（
６
丁
表
４
）―
×（
三
手
本
・

山
本
本
）
し
（
架
蔵
本
）

　
③�

46
番
歌
初
句「
ま
か
り
ち
る
」（
10
丁
表
７
）―
ち（
三
手
本
・
山
本
本
）

か
り
（
架
蔵
本
）

　
先
ず
、①
は
、大
雲
寺
別
当
の
「
文
慶
」
に
贈
っ
た
和
歌
の
詞
書
で
あ
り
、

「
文
」
が
正
し
く
、
三
手
本
を
含
め
た
資
経
本
系
統
諸
本
は
、
字
形
の
類

似
し
た
「
父
」
に
誤
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
尚
、
冷
泉
本
の
切
り
出
さ
れ

た
断
簡
は
、
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
書
陵
部
本
に
は
「
文
慶
」
と
あ
り
、

冷
泉
本
も
京
女
本
と
一
致
し
て
い
た
と
考
え
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
②
は
、
為
頼
が
摂
津
守
で
あ
っ
た
、
正
暦
三
年
992
か
ら
長
徳
三
年
997
ま

で
の
間
の
詠
歌
の
詞
書
で
あ
り
、「
な
り
と
き
」（
藤
原
師
尹
男
の
済
時
欤
）

に
摂
津
守
任
官
は
確
認
で
き
な
い
の
で
、
過
去
の
助
動
詞
「
し
」
が
あ
る

の
が
、
本
来
の
本
文
で
あ
り
、
架
蔵
本
も
「
し
」
を
有
し
て
い
る
。
三
手

本
・
山
本
本
は
、
人
名
の
「
な
り
と
き
」
に
引
か
れ
た
の
か
、「
し
」
を

欠
脱
し
て
い
る
。
尚
、
冷
泉
本
・
書
陵
部
本
に
も
「
し
」
が
あ
り
、
京
女

本
・
架
蔵
本
と
一
致
し
て
い
る
。

　
③
は
、架
蔵
本
も
「
ま
か
り
ち
る
」
と
あ
り
、三
手
本
・
山
本
本
は
、「
か

り
（
可
利
）」
を
一
文
字
の
「
ち
（
知
）」
に
誤
読
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
冷

泉
本
の
切
り
出
さ
れ
た
断
簡
は
、
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
書
陵
部
本
に

は
「
さ
か
り
ち
る
」
と
あ
る
。「
ま
（
万
）」
と
「
さ
（
左
）」
の
変
体
仮

名
の
字
形
は
類
似
し
て
お
り
、
祖
本
の
本
文
は
、「
ま
か
り
ち
る
」
か
「
さ

か
り
ち
る
」
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
三
手
本
の
錯
誤

を
遡
求
し
得
る
本
文
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
の
検
討
か
ら
、
京
女
本
が
資
経
本
本
来
の
本
文
を
留
め
て
い
る
と

判
断
さ
れ
る
事
例
３
例
中
、
②
③
の
２
例
で
、
架
蔵
本
と
本
文
が
一
致
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
京
女
本
と
架
蔵
本
は
、
親
し
い
関
係
に
あ
る
と
い
え

よ
う
。

　
ま
た
、
蔵
中
氏
が
京
女
本
を
、「
真
観
本
（
零
本
）
に
一
致
す
る
異
同

箇
所
も
あ
り
、
注
目
す
べ
き
本
文
で
あ
る
」
と
評
さ
れ
て
い
る
が
、
三
手

本
と
相
違
し
な
が
ら
、
真
観
書
写
の
冷
泉
本
と
一
致
し
て
い
る
本
文
は
、

②
の
１
例
が
確
認
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
冷
泉
本
の
江
戸
期
転
写
本
で
あ

る
書
陵
部
本
の
①
③
を
加
え
て
も
、
３
例
に
と
ど
ま
り
、
架
蔵
本
と
の
一

致
状
況
を
勘
案
す
る
時
、
冷
泉
本
と
の
直
接
的
な
関
わ
り
は
、
考
え
な
く

て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
次
に
、
京
女
本
の
誤
写
と
判
断
さ
れ
る
18
例
（
⑧
は
２
箇
所
）
に
つ
い

て
、
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

　
④�

４
番
歌
第
二
句
「
そ
ら
の
な
か
は
」（
１
丁
表
６
）
―
つ
ゆ
（
三
手
本
・

架
蔵
本
）
露
（
山
本
本
）

　
⑤�

７
番
歌
初
句「
お
り
く
れ
は
」（
１
丁
裏
６
）―
つ（
三
手
本
・
山
本
本
・

架
蔵
本
）

　
⑥�
24
番
歌
詞
書
「
も
と
め
て
よ
せ
と
あ
り
し
か
は
」（
４
丁
裏
７
）
―

か
（
三
手
本
・
山
本
本
・
架
蔵
本
）

　
⑦�

29
番
歌
詞
書「
い
へ
の
庭
と
ゝ
ろ
こ
ゝ
す
の
」（
６
丁
表
５
）―
こ（
三

手
本
・
山
本
本
・
架
蔵
本
）
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⑧�

31
番
歌
詞
書
「
ひ
ら
ひ
さま
攷

い
り
た
ま
へ
り
し
の
ち
」（
６
丁
裏
３
）

―
と
（
三
手
本
・
山
本
本
・
架
蔵
本
）
／
ま
（
三
手
本
・
架
蔵
本
）

参
（
山
本
本
）

　
⑨�

38
番
歌
詞
書
「
と
を
き
と
こ
ろ
へ
ゆ
く
は
ら
に
か
は
り
て
」（
８
丁

表
３
）
―
ゝ
（
三
手
本
・
架
蔵
本
）
母
（
山
本
本
）

　
⑩�

40
番
歌
第
五
句
「
妻
か
ね
か
も
ら
し
」（
８
丁
裏
６
）
―
ゝ
（
三
手
本
・

山
本
本
）
ら
（
架
蔵
本
）

　
⑪�

48
番
歌
詞
書
「
い
な
り
に
ま
う
て
た
り
つ
る
女
の
も
と
に
」（
10
丁

裏
５
）
―
け
（
三
手
本
・
山
本
本
・
架
蔵
本
）

　
⑫�

50
番
歌
第
四
句
「
見
か暮
イ
（
霞
）
ぬ
も
の
ゝ
」（
11
丁
表
５
）
―
え
（
要
）

（
三
手
本
・
山
本
本
・
架
蔵
本
）

　
⑬�

52
番
歌
詞
書
「
山
ふ
き
の
お
ほ
ゝ
ゝ
つ
れ
り
け
る
を
」（
11
丁
裏
３
）

―
う
（
三
手
本
・
山
本
本
・
架
蔵
本
）

　
⑭�

54
番
歌
初
句
「
草
さ
く
ら
」（
12
丁
表
４
）
―
ま
（
三
手
本
・
山
本
本
）

枕
（
架
蔵
本
）

　
⑮�

55
番
歌
第
三
句
「
き
て
そ
み
ゆ
」（
12
丁
表
７
）
―
み
る
（
三
手
本
）

見
×
（
山
本
本
）
み
ゆる〻

（
架
蔵
本
）

　
⑯�

56
番
歌
詞
書
「
さ
く
ら
の
も
み
に
た
る
に
つ
け
て
」（
12
丁
裏
１
）

―
ち
（
三
手
本
・
山
本
本
・
架
蔵
本
）

　
⑰�

58
番
歌
初
句「
に
な
ひ
と
の
」（
12
丁
裏
８
）―
る（
三
手
本
・
山
本
本
・

架
蔵
本
）

　
⑱�

60
番
歌
第
五
句
「
い
か
ゝ
み
ゆ
ら
ん
」（
13
丁
表
８
）
―
る
（
三
手
本
・

山
本
本
）
ゆる〻

（
架
蔵
本
）

　
⑲�

67
番
歌
詞
書
「
中
つ
か
さ
の
宮
の
は
ら
の
女
御
」（
15
丁
表
２
）
―
ゝ

（
三
手
本
・
山
本
本
・
架
蔵
本
）

　
⑳�

75
番
歌
第
四
句
「
と
み
て
さ
つ
め
る
」（
17
丁
表
３
）
―
く
（
三
手
本
・

架
蔵
本
）
て
（
山
本
本
）

　
右
の
事
例
は
、
全
て
字
形
の
類
似
に
よ
る
誤
写
で
あ
り
、
最
多
の
も
の

は
、踊
り
字
「
ゝ
」
を
「
ら
（
良
）」
に
誤
写
し
た
⑨
⑩
⑲
の
３
例
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
三
手
本
で
も
踊
り
字
の
最
後
（
字
末
）
が
払
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
京
女
本
の
親
本
の
字
形
も
同
様
で
あ
り
、
紛
ら
わ
し
か
っ
た

た
め
で
あ
ろ
う
。
尚
、
⑩
は
、
架
蔵
本
も
同
じ
く
誤
写
し
て
い
る
。

　
次
に
多
い
の
は
、「
ま
（
万
）」
を
「
さ
（
左
）」
に
誤
写
し
た
⑧
⑭
の

２
例
で
あ
り
、
字
形
の
類
似
に
起
因
し
て
い
る
。

　
同
じ
く
２
例
の
誤
写
の
事
例
と
し
て
、「
る
（
留
）」
を
「
ゆ
（
由
）」

に
書
写
し
た
⑮
⑱
が
あ
る
の
だ
が
、字
形
の
類
似
が
原
因
な
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
架
蔵
本
も
、「
ゆ
（
由
）」
と
書
写
し
た
上
で
、
そ
れ
を
ミ
セ
ケ
チ

に
し
て
、「
る
（
留
）」
と
墨
筆
で
傍
記
・
訂
正
し
て
お
り
、
前
述
し
た
正

統
乃
至
錯
誤
を
遡
求
し
得
る
本
文
の
②
③
の
事
例
が
、
京
女
本
と
一
致
し

て
い
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
両
本
の
親
し
さ
が
窺
わ
れ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　
そ
の
他
の
事
例
に
つ
い
て
言
及
す
る
と
、
④
は
、「
つ
ゆ
（
川
由
）」
の

二
文
字
を
、
一
文
字
の
「
な
（
南
）」
に
誤
読
し
た
も
の
で
あ
り
、
⑤
は
、

「
つ
（
川
）」
を
直
前
の
文
字
と
の
連
綿
の
関
係
で
「
く
（
久
）」
に
誤
読
し
、

⑥
は
、「
か
（
可
）」
を
「
よ
（
与
）」
に
誤
読
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
⑦
は
、「
こ
（
己
）」
を
踊
り
字
の
「
ゝ
」
に
誤
読
し
、⑧
は
、「
と
（
止
）」
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を
「
ら
（
良
）」
に
誤
読
し
、
⑪
は
、「
け
（
計
）」
を
「
つ
（
川
）」
に
誤

読
し
、
⑫
は
、
漢
字
の
行
書
と
い
っ
て
よ
い
字
形
の
「
え
（
要
）」
を
「
か

（
霞
）」
に
誤
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
⑬
は
、「
う
（
宇
）」
を
踊
り
字
の
「
ゝ
」
に
誤
読
し
、⑯
は
、「
ち
（
知
）」

を
「
に
（
尓
）」
に
誤
読
し
、
⑰
は
、「
る
（
留
）」
を
「
な
（
奈
）」
に
誤

読
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑳
は
、「
く
（
久
）」
を
「
て
（
天
）」
に
誤
読
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
山
本
本
も
「
て
」
と
誤
読
し
て
い
る
よ
う
に
、
紛
ら

わ
し
い
字
形
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
脱
字
は
、
次
の
３
例
が
あ
る
が
、
文
意
は
通
ら
ず
、
個
別
の
言

及
は
不
要
で
あ
ろ
う
。

　
㉑�

11
番
歌
第
三
句
「
×
と
の
う
ち
に
」（
２
丁
裏
２
）
―
や
（
三
手
本
、

山
本
本
）
宿
（
架
蔵
本
）

　
㉒�

75
番
歌
詞
書
「
こ
れ
は
う
ち
×
み
に
と
て
」（
17
丁
表
１
）
―
き
（
三

手
本
・
架
蔵
本
）
君
（
山
本
本
）

　
㉓�

85
番
歌
詞
書「
せ
ん
さ
い
な
と
を
×
し
き
に
」（
19
丁
裏
４
）―
か（
三

手
本
・
山
本
本
・
架
蔵
本
）

　
以
上
の
検
討
結
果
か
ら
、
京
女
本
と
架
蔵
本
と
は
、
正
統
な
本
文
の
事

例
②
と
、
三
手
本
の
錯
誤
を
遡
求
し
得
る
事
例
③
の
２
箇
所
が
一
致
し
て

お
り
、
本
文
的
に
親
し
い
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
の
だ
が
、
⑩
⑮
⑱
を
除

く
誤
写
と
欠
字
は
一
致
し
て
お
ら
ず
、直
接
の
書
承
関
係
に
は
な
い
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
三

　
次
に
、
和
歌
の
上
欄
に
書
き
加
え
ら
れ
た
「
集
付
」
８
例
に
つ
い
て
、

三
手
本
・
山
本
本
・
架
蔵
本
と
京
女
本
の
４
伝
本
に
、
架
蔵
本
に
書
き
入

れ
ら
れ
た
猪
苗
代
兼
宜
本（
７
）も

加
え
て
、
三
手
本
本
文
を
提
示
し
て
ま
と
め

る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
但
し
、
兼
宜
本
に
つ
い
て
は
、
架
蔵
本
へ
の

青
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
の
た
め
、
朱
墨
の
区
別
は
不
明
で
あ
る
こ
と
を
、

お
断
り
し
て
お
く
。

　
①�

14
番
歌「
後
拾
」（
墨
）（
三
手
本
・
山
本
本
・
架
蔵
本
・
兼
宜
本
／
京
女
本
）

　
②�

25
番
歌
「
拾
哀
（
朱
）

栄
花
み
は
て
ぬ
夢
（
朱
）」（
三
手
本
・
山
本
本
・
兼
宜
本
）

　
③�

26
番
歌
「
同
（
朱
）

新
古
小
町
（
墨
）
」（
三
手
本
・
山
本
本
）「
新
古
小
町
」（
墨
）（
架

蔵
本
・
兼
宜
本
／
京
女
本
）

　
④�

31
番
歌
「
拾
遺

　
後
中
書
王

」（
墨
）（
三
手
本
・
山
本
本
・
架
蔵
本
・
兼
宜
本
／

京
女
本
）

　
⑤�

65
番
歌
「
拾
雑
下
」（
朱
）（
三
手
本
・
山
本
本
・
兼
宜
本
）

　
⑥
76
番
歌
「
夫
木
」（
墨
）（
三
手
本
・
山
本
本
（
朱
）・
兼
宜
本
）

　
⑦�

78
番
歌
「
千
載
」（
墨
）（
三
手
本
・
山
本
本
（
朱
）・
架
蔵
本
・
兼
宜
本

／
京
女
本
）

　
⑧�

79
番
歌
「
続
後
」（
墨
）（
三
手
本
・
山
本
本
（
朱
）・
架
蔵
本
・
兼
宜
本

／
京
女
本
）

　
京
女
本
を
除
く
４
伝
本
間
の
「
集
付
」
の
異
同
に
つ
い
て
は
、前
稿
で
、

三
手
本
に
対
し
て
山
本
本
は
、
そ
の
下
位
に
位
置
す
る
こ
と
、
架
蔵
本
に

青
筆
で
異
同
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
兼
宜
本
は
、
山
本
本
に
近
い
伝
本
で
あ

る
こ
と
を
述
べ
た
の
で
、
京
女
本
に
限
定
し
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。



八

　
今
回
、
京
女
本
を
調
査
し
て
い
て
、
第
15
丁
裏
に
記
さ
れ
て
い
る
69
番

歌
の
詞
書
「
か
へ
し
」
の
「
か
」
の
上
部
か
ら
、
右
上
に
向
け
て
と
、
次

行
の
和
歌
の
初
句
「
は
か
な
く
て
」
の
「
は
」
の
上
部
か
ら
、直
前
の
「
か

へ
し
」
の
「
か
」
の
上
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
墨
筆
に
よ
る
弓
な
り
の
線

が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

　
こ
れ
は
、歌
順
に
混
乱
が
あ
り
、こ
の
詞
書
と
和
歌
は
、前
（
第
15
丁
表
）

　
京
女
本
が
他
の
４
伝
本
と
一
致
し
て
い
る
事
例
と
し
て
は
、①
「
後
拾
」

④
「
拾
遺

　
後
中
書
王

」
⑦
「
千
載
」
⑧
「
続
後
」
の
４
例
が
あ
り
、
山
本
本
は
⑦

⑧
を
朱
書
す
る
が
、
他
の
伝
本
は
墨
筆
で
一
致
し
て
い
る
。
山
本
本
の
錯

誤
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
（
⑥
も
同
様
で
あ
ろ
う
）。

　
そ
の
一
方
で
、朱
筆
の
②
「
拾
哀

栄
花
み
は
て
ぬ
夢

」
⑤
「
拾
雑
下
」
の
「
集
付
」
は
、

三
手
本
・
山
本
本
に
加
え
て
、
朱
墨
不
明
の
兼
宜
本
だ
け
で
あ
り
、
架
蔵

本
と
京
女
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
以
上
の
５
伝
本
は
、

三
手
本
・
山
本
本
・
兼
宜
本
と
架
蔵
本
・
京
女
本
の
二
類
に
大
別
で
き
る

こ
と
に
な
ろ
う
。

　
こ
の
相
違
は
、
③
の
事
例
で
更
に
明
確
に
な
り
、
墨
筆
の
「
新
古
小
町
」

は
、
５
伝
本
全
て
で
一
致
し
な
が
ら
、
朱
筆
の
「
同
」（
栄
花
み
は
て
ぬ

夢
）
に
つ
い
て
は
、
三
手
本
と
山
本
本
だ
け
に
見
ら
れ
（
兼
宜
本
は
、
架

蔵
本
へ
の
書
き
入
れ
を
見
落
と
し
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
）、

架
蔵
本
・
京
女
本
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
５
伝
本
全
て
で
一
致
し
て
い
る
「
集
付
」
５
例
①
③
「
新
古
小
町
」
④

⑦
⑧
は
、
朱
墨
不
明
の
兼
宜
本
も
墨
筆
で
記
さ
れ
た
勅
撰
集
入
集
歌
で
あ

っ
た
、
と
考
え
て
大
過
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
、
三
手
本
と
架
蔵
本
・
京
女

本
の
両
者
に
共
通
す
る
祖
本
の
時
点
で
、
こ
の
５
箇
所
に
勅
撰
集
の
「
集

付
」
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
定
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
元
来
の
形
態

を
、架
蔵
本
と
京
女
本
は
留
め
て
い
る
の
で
あ
り
、三
手
本
の
朱
筆
の
「
集

付
」
で
あ
る
②
「
拾
哀
栄
花
み
は
て
ぬ
夢

」
③
「
同
」
⑤
「
拾
雑
下
」
は
、
そ
の
後
に

増
補
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
尚
、
⑥
「
夫
木
」
は
、
勅
撰
集
で
は
な
い
の
で
、
後
日
の
増
補
と
考
え

ら
れ
る
が
、
三
手
本
は
異
筆
に
よ
る
墨
書
な
の
で
、
朱
筆
で
の
増
補
と
は

異
な
る
時
点
で
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
先
後
関
係
は
確
定
で
き
な
い

が
、
時
期
を
異
に
し
て
い
る
と
は
い
え
よ
う
。

　
以
上
、
各
節
で
論
じ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
京
女
本
は
、
資
経

本
系
統
の
伝
本
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
と
と
も
に
、
架
蔵
本
と
親
し
い
関

係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
四

　
最
後
に
、『
為
頼
集
』
の
伝
本
中
で
、
架
蔵
本
だ
け
が
69
番
歌
「
は
か

な
く
て
」
と
68
番
歌
「
ま
た
し
ら
ぬ
」
の
前
後
を
逆
転
さ
せ
た
、
正
し
い

歌
順
で
書
写
さ
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
こ
の
歌
順
の
混
乱
は
、
早
く
に
生
じ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
冷
泉

家
本
（『
高
㮤
帖
』
所
収
の
古
筆
切
）
の
真
観
書
写
以
前
の
時
点
で

既
に
気
付
か
れ
て
い
て
、「
は
か
な
く
て
」
歌
の
詞
書
「
か
へ
し
」

の
下
に
、「
は
ち
す
の
う
た
の
か
へ
し
か
本
」と
記
さ
れ
て
い
る
。（
中

略
）

　
そ
の
一
方
で
、
三
手
文
庫
本
系
統
の
伝
本
に
は
、
こ
う
し
た
注
記

は
見
ら
れ
ず
、
架
蔵
本
の
親
本
の
伝
来
過
程
の
あ
る
時
点
で
、
歌
順

が
訂
正
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
⑥
（
曽
根
注

＝
「
津
の
か
み
な
り
し
時
」）
の
よ
う
に
三
手
文
庫
本
の
脱
字
を
正

し
く
書
写
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
の
で
、
元
来
正
当
な
歌
順
で
書
写

さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
お
く
。（
29
頁
）



九

『
為
頼
集
』
の
伝
本
・
追
考
補
遺

　
今
回
、
京
女
本
を
調
査
し
て
い
て
、
第
15
丁
裏
に
記
さ
れ
て
い
る
69
番

歌
の
詞
書
「
か
へ
し
」
の
「
か
」
の
上
部
か
ら
、
右
上
に
向
け
て
と
、
次

行
の
和
歌
の
初
句
「
は
か
な
く
て
」
の
「
は
」
の
上
部
か
ら
、直
前
の
「
か

へ
し
」
の
「
か
」
の
上
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
墨
筆
に
よ
る
弓
な
り
の
線

が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

　
こ
れ
は
、歌
順
に
混
乱
が
あ
り
、こ
の
詞
書
と
和
歌
は
、前
（
第
15
丁
表
）

【京都女子大学図書館本・第15丁表】



一
〇

に
位
置
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の
、
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
の
処
置
で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
墨
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
京
女

本
の
時
点
で
新
た
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
親
本
の
時
点
で

既
に
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
京
女
本
と
架
蔵
本
に
共
通
す
る
、
正
統
乃
至
誤
写
を
遡
求
し
得
る
本
文

の
事
例
や
、「
集
付
」
の
一
致
を
勘
案
す
る
時
、
両
伝
本
の
親
本
に
は
、

京
女
本
の
よ
う
な
弓
な
り
の
線
が
引
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
忠

実
に
書
写
し
た
の
が
京
女
本
で
あ
り
、
架
蔵
本
は
そ
の
引
か
れ
た
線
の
意

図
を
汲
ん
で
、
69
番
歌
を
前
に
68
番
歌
を
後
に
、
歌
順
を
逆
転
さ
せ
て
書

写
し
た
、
と
い
う
推
定
が
成
立
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
但
し
、
架
蔵
本
を
延
宝
六
年
十
月
十
八
日
に
書
写
し
た
源
通
規
に
よ
る

措
置
な
の
か
、
そ
の
親
本
の
時
点
で
既
に
変
更
さ
れ
て
い
た
の
か
は
、
不

明
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
架
蔵
本
が
京
女
本
の
親
本
で
あ
る
可
能

性
は
、
否
定
さ
れ
る
し
、
京
女
本
の
誤
写
や
欠
字
の
異
同
の
事
例
か
ら
は
、

京
女
本
が
架
蔵
本
の
親
本
で
あ
る
可
能
性
も
、
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
両
伝
本
に
先
行
す
る
伝
本
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　　
以
上
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
前
稿
で
の
系
統
図
は
、
修
正
を
要

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
改
め
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

【京都女子大学図書館本・第15丁裏】



一
一

『
為
頼
集
』
の
伝
本
・
追
考
補
遺

註（
１
）�

筑
紫
平
安
文
学
会
著
『
為
頼
集
全
釈
』（
風
間
書
房
　
平
成
六
年

五
月
）

（
２
）�

拙
稿
「『
為
頼
集
』
の
伝
本
・
追
考
」（『
花
園
大
学
文
学
部
研
究

紀
要
』
第
52
号
　
二
〇
二
〇
年
三
月
）

（
３
）�『
古
筆
学
大
成
』
第
30
巻
「
論
文
二
」（
講
談
社
　
一
九
九
三
年
一

一
月
）
300
頁

（
４
）�

註
（
２
）
前
掲
拙
稿
の
23
～
25
頁
で
、冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
（
零

本
）
の
１
～
７
・
24
～
44
・
80
～
86
番
歌
（
合
計
35
首
）
と
切
り

出
さ
れ
た
48
～
50
・
68
～
71
番
歌
（
合
計
７
首
）
の
総
計
42
首
に

つ
い
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
と
の
異
同
を
論
じ
た
。

（
５
）�『
京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
　
谷
山
文
庫
目
録
』（
京
都
女
子
大
学

図
書
館
　
平
成
二
八
年
一
一
月
後
記
）

（
６
）�

蔵
中
さ
や
か
氏
「
岩
崎
美
隆
旧
蔵
私
家
集
の
検
討
―
関
西
大
学
岩

崎
美
隆
文
庫
本
『
恵
慶
集
』
を
起
点
と
し
て
」（『
国
文
学
』
第
104

号
　
令
和
二
年
三
月
）。
本
稿
中
の
蔵
中
氏
の
論
文
引
用
は
、
全

て
こ
れ
に
依
っ
た
。

（
７
）�

兼
宜
本
の
本
文
と
集
付
に
つ
い
て
は
、
註
（
２
）
前
掲
拙
稿
の
30

～
33
頁
で
論
じ
た
。

付
記
　�

本
稿
を
成
す
に
際
し
て
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
に
複
写
と
書

き
入
れ
の
確
認
で
、
御
高
配
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
複
写
画

像
転
載
と
翻
刻
の
御
許
可
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
深

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
本
学
名
誉
教
授
）

�

　
　
　
　〈
資
経
本
系
統
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
女
子
大
学
谷
山
文
庫
本
（
岩
崎
美
隆
旧
蔵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
架
蔵
本
（
田
中
教
忠
氏
旧
蔵
）

祖
本
　
　
　
　
　
　
　
　
三
手
文
庫
本
　
　
　
山
口
図
書
館
本

�

　
　
　
　〈
真
観
本
系
統
〉
　
　
　
　
　
　
　
山
本
家
本
（
賀
茂
季
鷹
旧
蔵
）
─
─
（
猪
苗
代
兼
宜
本
）

　
　
　
　
　冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
　
　
宮
内
庁
書
陵
部
本
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